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発達障害者に対する雇用継続支援の取組み
～  在職者のための情報整理シートの開発  ～



はじめに 

 

 

 障害者職業総合センター職業センターでは、平成１７年度から、知的障害を伴わな

い発達障害者（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害）を対

象とした「発達障害者のワークシステム・サポートプログラム」（以下「ＷＳＳＰ」と

いう。）を実施し、実際の支援を通じて発達障害に対する職業リハビリテーション技法

の開発・改良をすすめてきました。その開発成果については、毎年度、実践報告書や

支援マニュアルに取りまとめ、報告してきました。 

 本実践報告書は、平成２５年度及び平成２６年度に実施した就労中又は休職中の発

達障害者に対する職場適応又は職場復帰のための支援（以下「雇用継続支援」という。）

の取組みについて、取りまとめたものです。 

 また、この２年間の取組みにおいて、有識者、医師、企業担当者、支援機関担当者、

研究員等の多くの方から、雇用継続支援の実施及び技法開発に関するご助言とご指導

を賜りました。紙面を借りて、ここにお礼を申し上げます。 

 本実践報告書が発達障害者の雇用継続のために活用され、職業リハビリテーション

サービスの質的向上の一助となれば幸いです。 
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